
迅うか.現代性改訂研死.24,12-19･

2)Oshima,冗.andA･Takenaka(1976):Continuous

rccordingorthcelectricalactivityofthcmonkey

uterusandoviductbymeansofchronicallylm･

p]antcdelcctrodcs･ActaObstet.Gymaec･Jap･23,
318-319.

3)Oshima,K.,K.Matsumoto,T･Tsuda,K･Shi･

bataandM.lJayashi(1978) Decreasedsmooth

musclcsideefrtctswith 16,16-dimethyl･trans-

2̂･PGElmethylesterinJapanesemonkey(Maca･

caruscataftBCata).Prostaglandins15,4731483.

4)Takcnaka,A.andK･Oshlma(1978):Electro･

physiologicalcLrectsofprostaglandinF2.andEl

irLtheoviductinthepregnan(Guineaplg in

relationtoCa++.Biol.Rcprod.18,384-391.

学 会 発 表

1) 輝冷地域に住むニホンザル野生群の体温調節反応.

大洋 済･原 文江

佃 弘子･大rI滋人

節48回日本動物学会大会 (1977)

2) プロスタグランディン(ON0-802)のニホンザル子

宮.腸管.肪耽各肪活動および血圧に及ぼす彫哲.
大曲 桁･沖田 松
柴田 邦治･松本公一郎

郡29回日本産科卯人科学会 (1977)

3) 粘紋法一受胎期予知のための臨床的研究

可世木辰夫 ･可世木公弟子･大島 清

日本不妊学会絵会 (1977)

4) 新誘導体 (ON0-802)とサル妊娠子宮およびステロ

イドホルモン

大島 約･麻生武志･松本公一郎

弟55回日本生理学会 (1978)

5) サル脳ア.)ルアミダーゼの性質について

林 基治･大瓜 田

日本生化学会第50回大会 (1977)

6) サル脳アリルアミダーゼの生理活性ペプチド代謝に

ついて

林 基沿･大曲 桁
日本生理学会節55回大会 (1978)

生化学研究部円

高柄雄治･竹中 催 ･丑山 節

中村 仲 ･践岡一班l)

研 究 概 要

1) 教坊職Ll

1) 頂自Trおよび脚窮の摺乱 機緒.進化に関する基礎

的研究

高 橋 健 治

怒白TIおよび群苅の榊辺と機能およびその相関性と分

子逝化に関する比校生化学的LE礎研究を数理の蛋白質に
ついて継続している｡リボヌクレアーゼTlの活性部位
近傍に存在する41番目のT)シン溺誠のアミノ基の特異的

ニトログアニジン化およびアシル化を試み.活性部位領

域 の ミク ロ環境 の解 析 に有効であ ることを示 した｡ また,

本酵素の活性部位ヒスチジン班茄の性状のNMR法によ

る解析1).およびE.coll'のペプチド飢班11田子の全一次

構造決定2)を進めた｡

2) 空 長 類 の補 体 お よ び祁 体 .)セ プ ター に 関 す る比 較 研

究 3)

花 椛 松 治

詔長潮血巾の神体および祁体T)セプターの性状に関す

る班問比較研死を誠めた｡126IEの詔長期について,各班

神体活性.C3bl)セプター17;･性および免疫学的性TIの検

索を行ない.税関において村忠な芸界がある (矧 こ原投

獄と英独現の問でその辺穴が大きい)ことを明らかにし.

この筏の比較研究が詔広現の系統払化の耶明に有志な知

見をもたらしうろことを示した｡

3) 詔正村の耶巧耶只のm封と性Tt

践岡一雄 ･前耶馳治

前科 こひき続き.肝グルタチオン S-ア.)-ル転移聯

累に関する研究を逝めた｡主成分研究について.ペプチ

ドマップ法.末端分析法等をFT]い.サブユ■ニット問の椛

造斑似性を示す知見を和た｡また.各サブユニットにl

個存在するシステイン残益をヨード酢憩で標識し,標識

化システイン含有ペプチドの111朋,同定を進めた｡本シ

ステイン残基の反応性と役割に関する研究も進めていろ｡

4) 霊長類の組孤巾の芯白TI分脈聯累の性状の研究

十川和博4)･高相健治

先にニホンザルおよびラット肝に見出した新しいタイ

プの中性プロテアーゼの細胞内存在部位を超遠心分画法

を用いて検索した｡この結果.これらの酵素は,ミクロ

ソーム分所にIE)在しており.股成分と強く結合して存在

しているという新しい事実が判明した｡界面活性剤等に

よる脱からの可特化と精製.ならびに諸性状の解明を進

めた｡

1) 稲垣冬彦･宮沢辰雄ら (東大 ･理)との協同研究

2) 中村俊･上代淑人ら (東大 ･医科研)との協同研

究

3) 奥田智子 ･橘武彦 (究北大･抗恨T&一研)との協同

研究

4) 大学院生

- 17-



5) 霊長類の組粒酸性プロテアーゼの精製と性質1)

森山昭彦1)･高橋健治

先にこホンザル肺中に見出した新しいタイプの組綴敵

性プロテアーゼについて,アカゲザル肺からの精製を行

ない,同種酵素が得られることを示した｡また.この酵

素の基質特異性の検索を進めた｡肺に存在する通常の酸

性プロテアーゼ分画についてもその精製を進めた｡また.

本酵素の肺における存在を広範の動物種について検索し

つつある｡

6) 詔長斑の高地適応に関する研究

竹 中 修

ゲラダヒヒ.アヌビスヒヒ,マントヒヒのヘモグロビ

ンの酸素結合の性質を明らかにしたのに続き,これらの

ヘモグロビンからEr鎖.β鎖を精製しアミノ酸組成を詳

細に検討した｡その結果アヌビス,マントヒヒのそれは

怒似しているがゲラダヒヒとはとくにa銃で茄個のアミ

ノ徴が田換していることが判明した｡

7) ニホンザル新生児期における血液成分の動態

竹中晃子2)･竹中 修

10頭のニホンザルについて.誕生後半年に渡って採血

し,ヘモグロビン代謝と密接な関係を有するハブトグT,

ビンの励磁を調べた｡ハプトグロビンは誕生後増加し30

-40日で誕生時の数倍に増加した後減少し.3カ月程度

で成体のレベルとなる｡ 30-40Elというのは胎児型ヘ

モグロビンと成体型ヘモグロビンとがほぼ等しくなる時

期であり,新生児糊のヘモグロビン変換と連動している｡

これについて胎児型ヘモグロビンを持たないラットとの

比較研究を進めている｡

8) ニホンザル苅田ヘモグロビンの化学修飾

竹 中 修

伊豆半由汝肪崎の群れに発見されたニホンザル異常ヘ

モグロビン(Hblzu(Macaca)β83(EF7)Cys)はヘ

モグロビンとアロステリックエフェクターである 2,3･

ジホスホグ1)セ1)ン酸 (DPG)との結合部位.β飢 82

番目のリシンの次の83番目のグリシンが システインに

田換している｡このシステインに負の磁荷を中人すると

DPG との結合が弱くなることが明らかになった｡現在

正の田荷を導入したものあるいはこのシステイン問に架

椛したヘモグロビンを調製している｡

?) 詔長獄のペプシノーゲンとペプシンの構造と機能に

関する研究

景山 節 ･高橋健治

カニクイザル胃粘膜からペプシノーゲンを精製し,ペ

プシンに活性化後酵素学的詣性質を検討した｡8超のペ

プシノーゲンが存在し5税はニホンザルのものと磁気泳

I) 大学院生

2) 研 修 員

動的に同一である｡マカク屈の基本成分として.ペプシ

ノーゲンは①非楯含有ペプシノーゲン.◎梼含有ペプシ

ノーゲン.◎ペプシノーゲンCの3つに大別できる｡ま

たカニクイザルの7超についてペプシノーゲンのN末端

から14残基のアミノ酸配列を決定した｡相互にわずかの

違いが見られ.アイソザイムの稲造的な去づけが得られ

た｡

10)ペプシノーゲンの活性化ペプチドのアミノ酸配列に

基づく霊長類の系統進化の研究

景山 節 ･苗招松治

ペプシノーゲンのペプシンへの活性化に伴ないN宋相

からペプチドが遊離する｡ニホンザルの主成分 (ⅠⅠⅠ･3)

においてこのペプチドの 47残基のアミノ髄配列を決定

した｡ブタと13ヶ所.牛と21ヶ所で違いが見られ.別

線関係の考察に有効であることが判明した｡ヒトを含め

た他の詔長数および代表的嘱乳額を用いて系統退化の研

究を進めている｡

ll)機絶蛋白質の構造と活性および分子進化に関する比

較研究

中村 仲･荷稲祉沿

ペプシン型酸性プロテアーゼの-超である JuLkobzLS

chfnensis敵性プロテアーゼの活性部位周辺およびBow･

man-Birk型プロテアーゼインヒビターの一組であるア

ズキインヒビタ-3)のアミノ酸配列を解析し.これらの

構造と機能発現機作との関連性を追究した｡また.カブ

トガニの故国性蛋白質 (coagulogen)について税関での

構造比較を進めている1)｡

12)止血機構の比較生化学的研究

中村 仲 ･苗招松治

霊長税を含む高等嘱乳動物の血凝固因子と止血反応に

っいて各種動物の場合を対比し.その知見を益に生物池

化の様相を解析する｡この様な目的で.現在.カブトガ

ニ血.)ンパ紋の故国反応に関与する凝固因子の分子性状

や止血の分子機作に関する研究を行っている｡

13)フイブt)ノーゲンおよびフイブリノペプチドの桐山

に基づいた詔長狭の系統分獄と進化に関する研死

中村 仲 ･竹中 修 ･高橋松治

各種詔長類のフイブ.)ノーゲン.およびそのサブユニ

ット鋭 (Aα,BP,γ), フイブ1)ノペプチドの梢近.抗原

性,アミノ顧配列項序について種間差異を定血比較する｡

これらの知見を基に,現生盟長数の系統関係.分岐年代.

進化過程を推測する｡現在.原投獄とその近緑の非Ef良

き乳 および狭界猿輔と広界投獄との比較研究に野手し.

3) 石川椎佳子,渡辺一江 (東邦大 ･英)との協同研

究

4) 宍倉文夫,関口晃一 (筑波大 ･生物系)との協同

研究
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田長深化への辺茄や両11位村の分岐過程について解析を
進めている｡

紐 税

1) 前桁松治(1978):タンパク質の化学稲造の決定｡研
究験化学榊盛 生物化学 【1】 (日本化学会附)丸苛

pp.153-188.

2) 巾村 伸 ･岩永貞昭(1978):カブトガニの血液凝固

系-内寿素によろゲル形成機構を中心に.蛋白質核

酸酵素 23,277-290.

論 文

1) Hashimoto,∫.andK.Takahashi(1977):Chemi-

calModiGcationsorRibonucleascUl.J.BL'ochcm.

81,1175-1180.

2) Kasai.H.,K.TakallaShiandT.Ando(1977):

ChcmicalModificationsorTyrosineResiduesin

RibonuctcaseTIWithN･Acetylimidazoleandp･

Diazobenzenc SulronicAcid.J.Bzlochem.81,
1751-1758.

3) Ito,H.,M.Hagiwara,K.TakahaShiandI.Ichi･
kizaki(1977):TheStructureand Functionor

RibonucleaSeTl.XXIV.PreparationandPro･

pertiesofaStab一eWater-insolublcPolyacrylamidc

DerivativeorRibonuclcascTl.J.Bl'ochcm.82,
877-883.

4) Asaoka,K.andK.Takahashi(1977):Monkey

GlutathioneS-Aryltransftrases.Ⅰ.TissueDistri･

butionandPuriGcationfrom theLiver.J.BioI

chcm.82,9731981.

5) Nakamura,S.,K.Arai,K.TakahashiandY.

Kaz王ro(1977):AlignmentortheTrypticFrag･

mcntsandLocationorSulnlydrylGroupsofthe

PolypcptidcChainElongationFactorTu.Bz'o･

chcm.Bt'oAh_yJ.Res.Commzm.77,1418-1424.

6) Asaoka,K.andK.Takahashi(1977):Monkey

GlutathioneS-Aryltransfkases.II.Propertiesof

theMajorEnzym ePuri丘edfrom theLiver.J.

Bl'ochem.82,1313-1323.

7) Moriyama,A.andK.Takahashi(1978):The

StructureandFunctionofAcidProteases.VIII.

PurificationandCharacteriZ:ationorCathepsins

DfromJapancscMonkeyLung･J.Bz'ocheml83,
441}151.

8)Sogawa,K.and冗.Takahashi(1978)..U5COr

Fluorcscaminc_Labeled Cascin aSa Substrata

rorAssayorProtcinascs.J.BroEhem.83,17831

1787.

9) Sogawa.K.andK.Takahashi(1978):Evidence

forLhcPrcscnceoraSerineProteinase(S)Asso-

ciatedwithMicro50malMembranesofRatLiver.

J.Bz'ochEm.84,763-770.
10)Takenaka,0.,S.NakarnuraandK･Takahashi

(1977)･.Hemoglobinlzu(Macaca)β83(EF7)

Gly→Cys･Anewhcmoglobinvariantfoundin

theJapanesemonkey(Macaca/u∫coLO)･BlocA''m･

Bl'op々ys.Acta,492,433-144･

ll)Kageyama,T.andK.Takahashi(1978):Monkey

pepsinogensandPepsins･ⅠⅠⅠ･CarbohydrateMo-

ietyofJapaneseMonkeyPepsinogcnsandthe

AminoAcid SequencearoundtheSiteorltl

AttachmenttoProtein.J.Bzlochem.84,771-778･

12)Iwanaga,S.,S.NakarnuraandK･Suzuki(1977):

BovineplasmafactorXIII･Ttsmolecularstructure

andfunction･TopicsinHematologyIProceedings
orthe16thlntcrnationalCongressorHcmatology,
393-396.

13)Iwanaga,S.,T.Morita,T･Harada,S･Nakamura,
M.Niwa,K.Takada,T･KimuraandS･Saka･

kibara(1978);Chromogenicsubstratesforhor･

scshoecrabclottingenzym e-Itsapplicationfor

theassayofbacterialendotoxin･HaemostaslS,
7,183-188.

14)Morita,TりT.Harada,S.Nakamura,S･Iwanaga
andM.Niwa(1978):A New assaymethodor

bacterialendotoxin.Japan.∫.Med.S°i.Biol･,
31,178-181.

学 会 発 養

1) サル肝臓グルタチオン S-アT)ル トランスフェラー

ゼ :サブユニット間の構造類似性

践岡一雄 ･高橋粒治

日本生化学会第50年回大会東京(1977)

2) ラット肝の lM KCl非可浴性中性プロテアーゼの

ミクロソーム局在性と性TI

十川和博 ･高村!松治

日本生化学会節50年回大会穴京 (1977)

3) 詔長苅肺憩性プロテアーゼ (カテプシン D-II)の

分布特性と性状

森山昭ig･苅椛松治

日本E!?化学会郡50fT:回大会苅訳 (1977)

4) 招技頂の鮒体と祁体1)セプター

奥田智子 ･梢 武謬･花招蝕め

郡14回補体シンポジウム札幌 (1977)
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5) ニホンザルの胎児型ヘモグロビン

竹中 修 ･竹中晃子 ･森本英樹

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

6) ゲラダ,アヌビス,マントヒヒのヘモグロビンの性

質一高地適応の観点から

竹 中 修

第22回プリマーテス研究会 (1977)

7) 詔長額のペプシノーゲンとペプシンー Macaca屑

での基本構成成分について

景山 節 ･高橋位治

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

8) Horseshoe crab coagulogen-Its structure and

gclationmechanism.Iwanaga,S.,S.Nakamura,

T.Takagi,T.Morita,∫.S.Fimlayson,K.Taka･
hashiandM.Niwa.VIthInternationalCongress

onm ombosisand Haemostasis.Phihdclphia

(1977).

9) カブトガニの血液投固因子一円蕃素感受性凝固酵素

のm封とその性質.

中村 伸 ･森田隆司 ･岩永貞昭

丹羽 允 ･高相馳治

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

10)カブトガ.=血球抽出紋の凝固酵素を用いたエンドト

キシンの新しい定立法.

原田敏枝,森田隆司.中村 伸

岩永貞打乱 丹羽 允

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

ll)カブトガニ COagulogenの一次構造の研究.

外聞安次.高木 敵 中村 仲

森田隆司,岩永月田.

日本薬学会荊98年回大会岡山 (1977)

系統研究部門

江原昭昔 ･野上裕生

相見満 ･瀬戸口烈司

系統研宛部門では,現在相見満 (助手)が昭和52年7

月16日～昭和53年7月15日の1年間.インドネシア国に

おける節四妃胡乱郊の研究に従乳 本研究は国際協力事

深田のBf金に基づくインドネシアの第四紀の地質調査研

兜 (田技 :淡辺田経)の一式を担うものであり,着実に

成火があがっている模様である｡

また当研究部門には昭和52年 1月から昭和53年7月ま

で.アンダラス大学のアムシール･′くカル講師が.文部

省外凹人留学生として滞在,その間 ｢詔長数各群のPter･

ionの形態｣について研究し. その成果を第53回プ.)

マーチス研究会で発表した｡昭和53年8月から昭和54年

3月末日まで,日本学術振興会の外国人共同研究者とし

て.引き続き当研究部門で ｢霊長類の下顎骨にみられる

性的二型の形態学的研究｣のテーマのもとに.研究に従

等iしている｡

頼戸口烈司 (助手)は昭和52年5月 1日～11月30日お

よび昭和53年2月 1日～3月30日の9ケ月臥 アメ.)カ

合衆国カーネギー自然史博物館において第三紀胡乱穀の

研究に従事｡この研究によりテキサス工科大学からPh.

D･の学位を授与された｡昭和52年12月 1日より昭和53

年1月31月まで.文部省科研費による r南米大陸におけ

る広鼻揖税の系統 ･進化に関する研究Jに参加のためコ

ロンビアで発掘調査に従事し.第三紀嘱乳類化石を多数

収集した｡

研 究 概 要

1) 詔長潮各分類群の比較形態学的研究

江 原 田 醤

1･ 琉部支持機構の比較形儲学的研究 (総統中)

2･ ヒトおよび詔長獄下顎角の発適と機JuBの形腿学的

分析

3. 詔長狭の性的二型の形態学的･行動学的分析

4･ 行動の解発因となるメルクマールの形闇学的 ･系

統発生学的研究

2) 熱帯アジアにおけるヤセザル類の形態学的 ･系統発

生学的研究

江 府 昭 苛

3) 硬組給の形儲学的研究

野 上 裕 生

1. 詔長窺歯牙の組綴学的研究

2･ 家畜およびその野生起におけるエナメル質の発選

の変異

3. 骨組孤の形態研究

4) 第三紀の食虫郊 ･原虫茄と有袋斑の研死

相 戸 口 烈 司
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